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1－1

日本語に限らず外国語を学ぶということは、その国の文化や習慣を理解し、

異文化間コミュニケーションの方法を身につけることでなければならない。

基礎語の習得を取り敢えずの目標とし、－▲通り文法事項を理解し、同時に発

音やアクセントを矯i［するといった学習法が決して悪いわけではない。が、

それはどこまでいっても初級レベルの「学習」の域を出るものではないだろ

う。例えば、日本語教師からある単語の意味を問われた学習者の答え、

（l a）その単語の意味は先生がもう教えた。

は、初級レベルにおいてしばしば犯す敬語の誤り例であるが、我々は、この

学習者は、聞かれた単語の意味を既にこの教師から学んで知っており、だか

ら、その意味をここで改めて確認させられるまでもないのでは、といった発

言であることは100％理解できるのであって、そのこと以上にこの学習者を「敬

語を知らない失礼な人だ」と感じる教師はまずいない。初級のレベルではそ

の誤りの指摘は必要ないのである。これをもし、

（1b）その単語の意味を先生はもう習った。

（1C）その単語の意味は先生にもう教えた。

なら内容上の誤りだし、

（1d）その単語の意見は先生がもう教えた。

（l e）その単語の意味は先生がもう教えるた。

（l f）その単語の意味は先生がまだ教えた。

なら語彙もしくは文法上の誤りであって、これらは意味の誤解や伝達不可能

が生じるので、教師はそれを指摘しなければならない。レベルが上がるにし

たがって、「先生」は話し手にとって日しの者か自分より経験ある者、もしく

は利益をもたらす存在にあたるので、「先生」に対して敬意を払うために「先

生が教えてくださったから」と尊敬語をもって敬うか、あるいは「先生に教

えていただいたから」と謙った表現をするかしなければならない、と指導す

ることになるだろう。
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語彙や文法、発音の誤りを指摘する以上に人切なことは、H本の言語文化

を背景とした独特の発想や習慣を理解させ、実際のコミュニケーションにど

う活かされてるかということであって、適切でなければそれへの指摘である。

敬語表現に関して言えば、日本語の敬語が上下関係の社会構造、すなわち支

配・被支配の関係、使う者と使われる者との関係の上に成り立った「わきま

え」の表現であり、またそれは歴史的にも過去から現代までずっと受け伝え

続けられていること、さらに日本語社会には「謙る」表現に見出せる独特の

発想や習慣があること、それらの理解を抜きにしては互いの人間関係を保ち

ながら生活していくことが困難であることなど、R本譜教師は学習者にこれ

らのことをより多く経験する機会を与えることを通じて、実践的に指導する

必要があるわけである。

1－2

大野晋『日本語の年輪』1966は、日本語の語彙や表現を歴史的に烏放しな

がら日本人の考えや感情を解明している良書であって、日本語読解・上級の

テキストとしても最適であると思われるが、この中で大野は、「子供が申しま

すには」は母親が先生と話している場面を想像させるが、これをもし「子供

が言いますには」だったらこの母親の言葉遣いは不適切と判断されてしまう、

といった事例を挙げている。p．11これは後で述べる敬語の消滅と復活（→3－

2－1）とも関連するが、要するに日本語は、自分にとって聞き手がどうい

う立場の人か、話題の人物との関係はどうなっているか、どんな配慮が必要

か、どういった内容を伝えるのか、敬うのか謙るのかということに絶えず注

意を払わなければならない言語であるということである。敬語史はこれを相

対的な敬語の特色と位置づけるが、これに対して、そう言った「わきまえ」

にまったく厳しくない言語、例えば英語社会では人と人とは常に対等、すな

わち上下関係の意識は希薄なので、教師が目上であろうと年下であろうと、

（2）DoctorBrownteachesusmathematicsclearly．

と言う。このteachはBrown博士が「教えてくださる」と同時に、Brown博

上に「教えていただく」でもある。同様にsayは「おっしゃる」と同時に「申

し上げる」でもあり、Seeは「ご覧になる」と同時に「拝見する」でもある。

あらゆる動詞にその観念の区別がない。それで失礼にならない。むしろ、日

本語のように自らの行為を謙って「教えていただく」「申し上げる」「拝見す

る」などといった表現の方が、時に卑屈で自信なさそうに見えるばかりか、

自分が支配者に置かれてしまったかのような、実に居心地の悪ささえ感じる
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ようである。

逆の場合を考えてみよう。英語を習い始めたばかりの学習者が、英語話者

との初対面の場において、相手の年齢や職業、既婚・未婚の別を聞いたり、

身長や鼻の高さとか日や肌の色の異なることとかに驚いて見せたりすること

を、たとえ的確な文法規則にのっとり、矯正されたnative並みの発音で言い

表されたとしても、それらを的確な英語表現とは言うべきでない。それ以前

に、この学習者は初見の英語話者との人間関係が築き得ない状況に陥ってい

ることに気づくべきであって、英語教師はその不適切さを指摘しなければな

らない。

これらのことから、敬語表現に関して言えば日本語でも英語でも聞き手に

失礼にならない、そのための言語的な配慮の一つであることに何ら違いはな

いのだが、日本語が社会的な上下の「関係規定」をことさら重んじるのに対

して、一方、英語は何をどう伝えるべきかといったstrategy的な「状況規定」

を優先させる点に違いがあるといえるだろう。ちょうど井出祥子が「待遇表

現と男女差の比較」1982において、日本語と英語の待遇表現上の違いを「わ

きまえ方式」か「働きかけ方式」か、という観点で類別しているが（一→4－

1）、筆者の考えはそれと基本的には同じである。

2－1－1

何を「丁寧と感じ、失礼と考えるか」は、言語によってみな異なるといっ

てよい。日本語の場合、年齢、社会的な序列・役割関係、経験の違い、親密

さの度合い、また受恵や利害関係の有無などによって、敬語を的確に使って

表現することが大事とされる。つまりタテ社会を形成している日本語社会で

はこうした上下関係を基本として、その場の状況に応じた適切な敬語表現が

なされないと失礼と感じるし、お互いうまくやって行きにくいのである。

わかりやすい具体例をあげよう。R本語では道で知り合いの人に会うと、「ど

こへ行くか」「いつ帰るか」「誰と行くか」「何しに行くか」など訊ねられる。

引越しの挨拶に行くと、いきなり年齢や仕事、子供や亭主のことを聞かれる。

根掘り葉掘り、興味本位にあれこれ聞いているのではない。「留守宅はご近所

みんなで預かるから安心して出かけよ」とか「今日からは隣組として家族同

然に付き合おう」とかといった、かつて存在した「無尽講」に見出せる円本

の農村型地域社会構造の名残ではないかと筆者は考えているが、何れにして

も日常の挨拶とは異なる、コミュニケーションとしての「ご挨拶」に過ぎな
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いことは、お互いが暗黙のうちに習慣として了解していることである。した

がって「大きなお世話」と感じることはない。上下関係をわきまえ、敬語を

きちんと表現しさえしていれば、余程のプライバシーに踏み込まない限り失

礼と受け取られることはない。腹を立てたり無視したりせず、たとえ

（3）ええ、ちょっとそこまで。

（4）ご想像にお任せします。

のような、答えにもならない曖昧でいい加減な返答ではあっても、しておか

なければ愛想がない、近所付き合いができない人と誤解されても仕方ない。

つまりその社会に溶け込んでうまく生活していけない環境を自ら作ってしま

うという悲劇的な結果に陥ってしまうのである。

2－1－2

もう一つ例を挙げよう。日本語では、来てほしいと思っていない人に対し

ても「ぜひ一度お遊びにいらしてくださいね」と言い、心を込めて作ったお

いしい料理を出す時には「何もございませんが」「お恥ずかしいものですが」

「お口汚しですけれども」と言って勧め、値の張る贈り物を渡す時には「つ

まらないものですが」「ご笑納ください」と言う。「来てほしくなければ誘わ

なければいいのに」とか「自分が恥ずかしいと思う肥り物を何だって渡すの

か、バカにしている」とかというのが英語話者の発想らしい。暖味で誤解を

生じやすい表現を彼らは決して配慮とは考えないのである。筆者もかつて外

国人教師が着任した時に、つい日本語社会の習慣から「よかったら今度「1本

語を教えてさしあげますよ」と言ってしまったばかりに本当に尋ねて来られ

て困惑した経験も一一度や二度ならずあった。

これもコミュニケーションの単なる「ご挨拶」に過ぎず、相手に余分な気

を使わせない一種の謙りなのだが、日本語ではこうした表現を奥ゆかしくて

丁寧と考え、自分の行為を謙ることのできる人が人格的に秀でていると見な

される。

返答の仕方もなかなか容易でない。日本語では普通、

（5）いろいろお気遣いいただきまして申し訳ございません。

（6）結構なものを頂戴いたしましてありがとうございます。

と答えることが多い。そうして贈られたものはすぐには開けず、仕舞い込む。

もっとも確かに英語にも、

（7）Thisisjustasmallpresent，butpleaseacceptit．

（8）Sorrythatwehavenothingtoserveyou．
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（9）Here，salittlesomethingforyou・

という言い方をすることはあるが、この場合の贈り物や料理は「謙り」でな

く、本当に安価で気軽な品物だったり粗食だったりする場合である。

いずれにしても、これらの表現を日本語会話の教柳こしたところで、謙り

としての「ご挨拶」であることを理解させない限り、英語学習者にその練習

をいくら課したとしても意味のあることとは言えないのである。

2－1－3

さらに例をもう一つ。

日本語社会では、妻や息子を他人に紹介するのに、「掃除もろくにできない

だらしない女でして」「できの悪い脛かじり息子ですが」と言う0これも身内

の者を自己の側に置いた上での謙りであって、妻や子を本当にそう思って言っ

ているわけではない。だが、英語社会では、話し手と妻・息子との夫婦関係

や親子の関係を悪くするばかりか、初見の人に対してそういう紹介の仕方を

する話し手の人格そのものを疑われてしまうところだろう0逆にたいして旨

くもない料理や貧相な身なりを「絶品ですね」とか「センスのいいお召し物

で」とかと言って褒める世辞や煽ての類も、行き過ぎれば嫌味と受け取られ

やすく、それだけに暖味で誤解を生じやすい表現であるが、本心と表裏した、

これも「ご挨拶」に他ならない。

2－1－4

暖味な表現は、この他にも微妙な数量や時間、また距離などを表した「若

干」「小一時間」「気持ち～」「幾分」「少々」「暫時」「ちょっとそこまで」「4・

5人」（概数）「ぼつぼつ」とか、色彩を「薄紅」「沫紫」「薄暗い」「ほの暗い」、

味覚を「甘辛い」「まろやか」「こくがある／ない」「ほろ苦い」「甘酸っぱい」、

感情を「嬉し恥ずかしい」「嬉し悲しい」「小煩い」「もの悲しい」「薄ら寒い」

「薄気味悪い」「うら悲しい」「肌寒い」「小気味よい」とか表現したり、

（10）1万Il吊まど貸していただけませんでしょうか0

（11）今年の正月はパリの方に行ってきました0

に見る「ほど」「方」などと抽象的な指示の仕方をしたりする場面など・いく

らでも見出せる。大野1966は、これに類する、何となく頼りない、か弱い、

薄い「ほのか」「かすか」なものに美を認め、顕で再接的な言い方は避けられ

るのが日本の伝統であったというが、p．35まったく同感である0

さらに例を挙げれば、相手に意思の有無を問う
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（12a）タクシーでもお呼びしましょうか。

に対する返事としての

（12b）結構です。／いいです。／すみません。

もよくある答え方であるものの、了承したのかしないのか不明確であり、

（13）明日は雨が降るような天気ではありません。

も日本語の構造そのものにも問題はあるが、明日雨が降るのか降らないのか、

聞き手に明確には伝わらない。

こうした表現について、水谷修1992は「協力型のコミュニケーション様式」

と位置づける。つまり、何かを明確に、もしくは限定することは、聞き手に

対する一方的な「おしつけ」であって、それを避けるために、聞き手が話し

手の本心や意図を察するというコミュニケーションの一様式と考えるのであ

る。だが、もちろん、公共の駅やレストランなどでは

（14）軽井沢まで大人2枚、子供1枚ください。

（15）Aランチ、2つお願いします。

と、人数分の切符や食事を注文する場合では決して暖味な言い方はしない。

ビジネスという場面においては、話し手の意図を聞き手に委ねることはでき

ない、すなわち不利を被る恐れがあるからである。

このように、日本語では、相手に直接的にものを言う言い方を避け、暖味

で、かつ抽象的な表現や謙りとしての「ご挨拶」を丁寧と考え、上下関係を

わきまえない表現を失礼と感じる。ところが、英語社会では逆に暖味で誤解

を生じやすい表現や相手の人格を省みないprivateなこと、また「おしつけ」

的な言い方を失礼と考え、親密な表現を基本として、簡潔で、かつ明解な表

現を丁寧と感じるようである。

2－2

英語の敬意表現をテーマにした大杉邦三の『英語の敬意表現』Deferential

EnglishForBetterInternationalCommunication1982は、語用論におけ

る英語のpolitenessの表現を豊富な用例を通じて興味深く知ることができる

書である。大杉によれば、英語における配慮表現は、謝罪・弔意・同情・激

励・感謝・賞賛など、さまざまな言語場面において認められるとした上で、

その特色について、聞き手に謙ったり卑下したりして語る（＝遠慮的敬意表

現）日本語とは異なり、「明確な意見、自信のある論調」を持って礼儀正しく、

「しかし一方、たとえば未熟者が知ったかぶった態度know－it－allattitudeで
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独断的な発言を」しない（＝配慮的敬意表現）ことにあると述べている。p・20

っまり英語社会では上下関係を気にせず、と言うかもともと彼らにはそうし

た観念は希薄なのだが、主張すべきは明解に主張することこそが配慮に他な

らないとするものである。ただし、「明解に主張すべし」といっても、思った

ことを何でもずけずけ言うことではない。

（16）Idon’tagreewithyou．

（17）You arewrong．

（18）That’snotagoodidea．

では、自らの明確な意思表明ではあっても、これでは相手の立場や意見を尊

重したことにはならない。険悪な雰囲気にもなりかねない無配慮さは英語社

会でも当然戒められる。日本語でも自らを主張する場合は相手の立場を配慮

して「お言葉を返すようですが」「老婆心ながら申し上げますと」「僧越なが

ら申し上げさせていただければ」「おっしゃることはよくわかりますが」など

と言った前置きが置かれることがあるように、大杉1982によれば英語話者は、

このような時、

（19）Ⅰ’m afraidIcan’tagreewithyou．

（20）Ⅰ’m afraidyou’remistaken．

（21）Itseemstomethatit’snotagoodidea．

と断言を緩和した表現をよくするということである。p．50お互いの人間関係

を損ねないように相手を尊重しつつも、Callaspadeaspadeつまり明解に

物を言う態度こそより好まれるようである。

3－1

日本語の敬語は、それをうまく使いこなしても、それが相手への敬意の表

れであるかというと、必ずしもそうとは限らない。むしろ無敬語こそ親密さ

の表れであって、敬意もない煩わしい人間関係を敬語という形式に縛られる

よりもはるかに明解でかつ的確なコミュニケーションが成り立つのだ、との

意見も最近では少なくない。豊田有恒の小説『くたばれ敬語』1986はこのこ

とをテーマにした点でuniqueでおもしろい。敬語史は、ここにおいて絶対敬

語から相対敬語の時代を経て、英語社会のようにpositiveな、つまり上下関

係という「わきまえ」構造から、限りなく親密さを増したpoliteness化（→

4－1）への道を辿るという、大きな転換期に差し掛かっていることを示唆

するものであるが、筆者もそれがまったく荒唐無稽な仮説とも思えず、ある

いはやがてそういう時代を迎えることになるかもしれないと考えている。
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たしかに日本語の敬語表現は難しい。相手に失礼にならないように配慮す

る、相手を立てる、また「おしつけ」にならないように気を配るといったこ

とは、英語でもよくあることなので問題はないが、日本語の敬語を指導する

上で大切な点は、1）敬語を使う相手であっても、場面や状況に応じては省

略したり、また無敬語で話す相手ではあっても敬語を使わなければならなかっ

たりすることがあること（→3－2－1敬語の消滅と復活）、2）「敬う」と

いうことに対する「謙る」という観念はなかなか理解しにくいこと（→3－

2－2「謙る」ということ）、3）いわゆる敬度の問題、すなわち相手への配

慮や待遇の程度を、敬語表現にどう反映させるかということ（→3－2－4

軽度の問題）、4）話題となる人物が共に敬語を使う相手である場合、話し手

は待遇的な上下関係を瞬時に判断しなければならないこと（→3－2－3待

遇的な判断）、など英語社会にはありえないこれらの点を基本的に認識してお

くことである。

3－2－1　敬語の消滅と復活

上下関係の差がなく、したがって敬語を使う必要もない関係であっても、

初見の境は敬語がつくのが一般的である。お互い親密な関係が築かれるにし

たがってやがて敬語は消滅し、いわゆる「タメ語」（二＝普通語）と呼ばれる親

近感ある表現に取って代わる。無敬語は親密さの表れといってよい。ところ

が、結婚式や社内プレゼンテーションなどの公式な場面とか、高額な金品を

借用したい状況とかになると、敬語は再び復活する。人前においてお互いの

人格を重んじたり、自分に利益をもたらしたりしたいからである。敬語表現

から無敬語へと変わることが親密さの表れであるなら、敬語を復活させるこ

とでお互いの人間関係が消滅したことを暗示することもまた可能である。

また、

（22）社長はただいま外出しております。

の例のように、社内や身内の者への敬語が来客に対しては消滅するが、それ

は話題となる人物を自己の側に置いて聞き手に応対するといった配慮である。

この他、社会的・倫理的な非難を受けるべき喧嘩・犯罪を犯した場合や、恋

愛から婚姻関係になったり、相手に負い目の心理を及ぼす出来事があったり

した場合、話題となる人物が会話の場面にいなかったりする場合もまた敬語

表現は消滅する傾向にあるといえる。

日本語学習者が一通りの敬語表現を学んだとしても、初見のために敬語を

使うか、親密な関係が築かれたがために敬語を省くか、金を借りたいので敬
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語を復活させるか、人間関係が破綻したがために敬語を使って撃退するか、

上位に立つ身内の者や上司を来客に配慮して無敬語にするかなど、そういっ

た敬意とは別の次元における敬語の消滅や復活という、聞き手重視の相対的

な敬語表現の特質を理解し、これをタイミングよく使い分けなければ、不躾

で無礼と思われたり、不利益を被ったり、またいつまでも他人行儀な愛想の

ない人と誤解されたりする事態にもなりかねない。

3－2－2　「謙る」ということ

そもそも「謙る」とは何か。大野1996によれば、

畏怖する神に物を供えて、その心を慰めようとした、日本の古い習慣が

今口の敬語表現においても根強く残り、われわれがその起源を忘れてし

まっても、なおかつ、それが見えない形で生きているということp．79

と言う。つまり上下関係も元は人間が神の支配下に入って祭り仕えるという

ことが原義であったというのである。「謙る」とはこのような日本の文化や伝

統を長い間受け継ぎ、タテ社会という独特な社会構造の上に出来上がった歴

史的な事実であることから、英語社会のように、お互いは対等と考える彼ら

にとって、「謙る」という観念はなかなか理解しがたい発想である。日本語教

師はこの点を十分に認識しておかなければならない。

もっとも日本語の謙りに比較的近いかと思われるCondescendは、決して

威張らない態度、または卑劣な行為を言うのだし、またmodestは内気で控

えめな態度、素直さを表すものであって、それとは根本的に異なるのである。

適例と思われるので、参考のためにLongmanDictionary1978から用例を引

いておきたい。

（23）Atenniscoachcondescendedtohelphisplayerswithtennis

techniques．

（24）Theyoungactressisverymodestabouthersuccess．

（25）Hecondescended to cheatin theexam．

（26）Dr．Brownismodestabouthisproductions．

日本語で相手に謙る表現はさまざまな場面において認められる。一一般的に

は動詞の「申し上げる」「伺う」「いただく」「頂戴する」「拝見する」「拝聴す

る」「お～する」など、いわゆる謙譲語で言い表すことができる他、謙称と呼

ばれる名詞「拙宅」「愚妻」「粗茶」「豚児」「小著」「弊社」「管見」にも、ま

た一人称代名詞「私」「私ども」「小生」「不肖」「手前」「手前ども」にも謙る
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態度は言い表される。英語にも、yOureSteemedletter（窟翰）やmyhum－

bleopinion（私見）といった表現がないわけではないが、日常的に使われる

ことはない。

これ以外にも日本語に独特の表現として既に紹介した「つまらないもので

すが」「なにもございませんが」といった「ご挨拶」や「掃除もろくにできな

いだらしない女でして」「できの悪い脛かじり息子ですが」といった紹介の仕

方も、話題となる人物が自己側の者という意識からくる聞き手への謙りであ

るし、また人に褒められたり勧められたりしても、「とんでもない」「滅相も

ない」「ご冗談でしょう」「どうぞお構いなく」「結構です」と言って怪訝そう

に否定したり遠慮したりすること（→6－1－1）もまた「謙り」の態度な

のである。

また、道を譲ってもらった時とか落し物を拾ってくれた時とか、その他ちょっ

とした親切を、英語社会ではthankyouとまず感謝の気持ちを表すが、日本

語話者が「ありがとう」と言うことはあまりなく、多くの場合「すみません」、

さらに軽く「どうも」と言うのが普通である。これは謝罪のための挨拶では

なく、相手に思わぬ負担をかけてしまったことに対し、下手に回って謙る意

識の表れと考えられる。

確かにこのように多様な面を持つ「謙る」ということを理解することは大

変困難ではある。しるかし避けては通ることができない日本語社会の文化や

習慣であることを理解しておきたい。

3－2－3　待遇的な判断

平安時代の敬語は、話題となる人物が何人かいて、共に話し手より上位に

立つ場合、それぞれについて敬意が払われる。敬語史はこれを二方面にわた

る敬語表現と説明する。例えば、亡き母上が落窪姫に琴を教えていたことを、

彼女をよく知る乳母が語る

（27）「故上の、六つにおはせし時より教へ奉り給へるぞ」（落窪物語）

では、「奉る」で落窪姫に、また「給ふ」で故上に敬意を払っている。ところ

が現代では、その一方にしか敬語表現ができないので、話し手は話題となる

人物に対する待遇的な上下関係を瞬時に判断することが求められる。例えば

A社の部長が顧客と商談中、同社長が社員に対し、商談中の部長に面会を申

し入れてきた場合、話し手はただ顧客にのみ敬意を表せばよいことは明らか

である。この場合、最も篤く待遇すべき人物は顧客だからであって、

（28）お客様がお見えになっておりまして、ただいまお打ち合わせ中で
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ございます。

のように伝えればよいだろう。だが、A社の社員が部長に○○の件を社長に

伝えてもらいたい場合、「お伝えいただけますか」とすれば社長にだけ敬意が

表され、「お伝えくださいますか」とすれば逆に部長にだけの敬意となる。双

方共には無理なので、このような場合は、直接の聞き手への敬意が最も優先

されることになる。また、同等以下の、例えば同僚などが聞き手である場合、

いま部長が社長と打ち合わせ中であることを伝えるためには、話題となる人

物間の上下関係を瞬時に判断し、その高き一方にだけ敬語を使うことになる。

が、この辺のこととなると、一般の日本語話者でも至難の業という他ない。

3－2－4　敬度の問題

聞き手にあることを依頼する・命令する・要求する・注文する・指示する

といった場面においては、配慮が必要になってくる。聞き手が上位にあれば

あるほど、また聞き手への負担が大きければ大きいほど配慮はいっそう必要

になる。これが敬度の問題である。これも大変難しい問題を抱えている。例

えば、ここに「水を持って来てほしい」ことを伝える場合に、日本語話者は

どう表現するだろうか。

（29a）水。

（29b）水を持って来い。

（29C）水を持って来てくれない。

（29d）水を持って来なさい。

（29e）水を持って来てください。

（29f）水を持って来てくれる（かな／かね）。

（29g）水を持って来てちょうだい。

（29h）水を持って来てくださいませんか。

（29i）水を持って来ていただけませんか。

（29j）水を持って来ていただけないでしょうか。

（29k）水を持って来てくださいませんでしょうか。

（291）水を持って来ていただけませんでしょうか。

など、あらゆる場面におけるいくつかの表現が可能である。この他にも相手

の顔色を伺いながら、

（30）のどが渇いたなあ。

（31）薬を飲まなきゃならないんだけど。

と言うこともある。水谷1992の言う、これも協力型のコミュニケーション様
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式の例である。

ところで、話し手は聞き手、すなわち命令を受ける者に対してどんな配慮

が働くであろうか。

（29a）（29b）（29d）は、たとえサービスを受ける立場であっても、ま

た親密な間柄であっても、かなり横柄で失礼な言い方であって、配慮の意識

はない。「なさい」は尊敬語の動詞「なさる」の命令形ではあるが、相手に有

無を言わせない拘束力を持ってしまうばかりでなく、強圧的ですらあり、失

礼にあたる。ただし「お休みなさい」「ごめんなさい」など、本来の語構成が

意識されないほど慣例化された表現や、親や先生の子供に対する指示、ある

いは、試験の発間形式のような場合はこの限りでない。（29e）も相手を拘束

してしまう点で「なさい」と同じだが、「ください」はそれほど強圧的ではな

いので同等以下の者には使えるかと思われる。これらの表現はpositivepolite－

nessの典型的な例であって、negativeな日本語の表現には馴染まない。この

点については、次の4－1において詳しく述べたいと思う。

（29C）（29f）（29g）は話し手が女性か男性、および世代の違いによっ

て使い分けられるが、いずれにしても同等以下の者に対するpositiveな要求

の仕方である。それに対して、尊敬語や謙譲語を用いた（29h）（29i）（29

j）（29k）（291）は、聞き手に対する配慮が強く表れている。特に否定語

を含んだ表現の方が敬度は高いようである。その使い方としても不適切とは

思われない。だが、たかだか水を要求する程度であるにも拘らず、内容的に

過度に敬意が向けられており、結果的に嫌味とも受け取られやすいので、注

意は必要である。

親密な関係で相手に何の負担もかけない場面であれば、敬語を意識する必

要はない。命令や要求の内容によって、相手に及ぼす負担が大きくなればな

るほど、また相手が上位にあればあるほど、謙ったnegativeな敬語表現が必

要となる。ビジネスの場面において指示や注文を与える際にもpositiveでは

あってもある程度の丁寧さは期待される。また、相手の負担がそれほど大き

くもないのに、過度に敬語を用いるのも配慮のない表現と見なされる。いわ

ゆる感熱無礼な表現となるからである。

このように日本語の敬語は表現の一つ一つに話し手の敬語意識、つまり待

遇的なわきまえが求められるので、いくつかの敬語表現を形式的にパターン

として、idiomaticに覚えさせるだけでは意味をなすものではない。
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4－1

さまざまな段階の敬語表現の使い分けや配慮がいったい何によって（どう

いう要因によって）生じるのだろうか。南不二男は、『敬語』1987の中で日本

語における一般的な敬語の性格として「顧慮」が重要な視点になっているこ

とから、1）相手との関係、2）その場の状況についての顧慮、3）評価的

な態度の存在、の3点が考えられるとした。（29）の例で言えば、話し手と要

求を受ける人間との親密さ・社会的な立場・年齢などを考慮した上で、「水を

持って来てもらう」ことが自分に利益がもたらされるという状況、ないしは

内容であることを踏まえ、かつそれがビジネスとしてのサービスが必然的に

受けられるのか、それとも相手の好意に依存するのか、と言ったことが基に

なって一つ表現が出来上がるとするものである。円本語の敬語表現に見出さ

れる配慮に関する構造的なシステムを多くの実例に基づいて解明された卓説

と思われる。

配慮とは、語用論におけるpolitenessの概念に含められるものであって、

Brown，P．and Levinson，S．1978が言っているように、およそ言語は文化が

異なってもpolitenessは共通の概念であるとするが、日本語のようなnega－

tivepolitenessの性格が強い言語と、英語のようなpositivepolitenessの性

格が強い言語とに区別して理解することができるとする。つまり相手に対す

る敬語的な配慮、井手祥子『現代の敬語理論』1987の言葉を借りて言えば

円滑なコミュニケーションのために話し手が柏手に示す心配りの言語的

側面p．27

をpolitenessと呼び、最近ではコミュニケーションの極めて重要な概念と位

置づけられている。この時、一一定の心理的・社会的距離を保ちながら敬い、

謙ること、もしくは相手に及ぼす負担を減じるために、ものごとを間接的に、

また遠慮がちに表現することがnegativepolitenessであり、話し手も聞き手

も対等という立場から、礼儀をわきまえつつも親密さを保ちながら、誤解が

生じないように両接的に、かつ明確に伝えるのがpositivepolitenessである。

3－2－4の例で言えば、（29d）（29e）はpositivepolitenessであり、（29

h）（29i）（29j）（29k）（291）などは、negativepolitenessである。む

ろんR本譜話者は、negativeな敬語表現を使った方が相手に対する敬意が強

く表されると意識するようである。先に「ください」「なさい」が尊敬語の命

令形を使いながらも、相手の有無を言わせない拘束力を持つ表現なので、親

密さのない人や口上の者に向かって言う場合は不適切である、と論じたのも

positiveな敬語表現が日本語にはあまりなじまないことが、その大きな原因

一一13　－



と言えよう。

4－2

上位にある人に負担のかかることを要求したり依頼したりする場合、また

親密な関係にない人の話に割り込んで、こちらの用件を伝える場合など、日

本語では

（32）すみませんが、

（33）恐れ入りますが、

（34）申し訳ありませんが、

（35）申し訳ございませんが、

などといった、いわゆる前置きsoftenerの付くことが一般的である。言葉遣

いの丁寧な人なら、ビジネスの場面において、自分が顧客の立場にあっても

前置きを置くことはあるだろう。大杉1982の言う「遠慮的敬意表現」に位置

づけられる前置きである（→2－2）。一方、相手にそれほどの負担をかけな

い用件か、もしくは同等以下の者には、

（36）悪いけど（さあ／ね）、

（37）ちょっと（さあ／ね）、

が一般的であろう。話し手側の利益を目的とした謙りという配慮である。

既に述べた通り、pOSitiveな表現を特色とする英語では、たかだか水を持っ

て来てもらう程度の依頼なら前置きされることはないだろう。日本語では同

等以下の者に対して「水を持って来てくれない」「水を持って来てください」

「水を持って来てくれる（かな／かね）」「水を持って来てちょうだい」とpos－

itiveに要求できる場合には、「悪いけど（さあ／ね）」「ちょっと（さあ／ね）」

が置かれ、「水を持って来てくださいませんか」「水を持って来ていただけな

いでしょうか」「水を持って来てくださらないでしょうか」「水を持って来て

いただけないでしょうか」など、相手に及ぼす負担が強く、それだけ配慮が

必要な場合には「すみませんが」「恐れ入りますが」「申し訳ありませんが」「申

し訳ございませんが」といったnegativeな前置きがされる傾向にある。日本

語にはinformalな前置きとformalな前置きがあることを知っておくべきで

ある。

この前置きは、かなり長めな形式となって、スピーチを中心とした日本語

社会のさまざまな場面において観察することができる。

A（プレゼンテーションの場で）

弊社の開発したソフトの機能については、私より直接開発に携わった開発
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部の鈴木の方が詳しいところではありますが、

B（司会を命じられて）

主催者側様にはその任でないと何度もご遠慮申し上げたのではありますが・

僧越ながら私のような未熟な者が本日司会の大任を承りまして、

C（反論する・賛同する）

ただ今承りましたご高説は微に入り組にいり、大変有益なものと敬服いた

す限りでございますが、一言申し上げさせていただければ、

D（学会の研究発表会で）

私の調査ではもしかすると大切なデータを見落としがあるのではないかと

危惧いたしておりますが、

これらAからDの例は、必ずしも本心からそう思って言っているとは限ら

ない。日本語話者は聞き手に対して、自らの謙虚さを示そうとする「ご挨拶」

としての謙りという態度を表わしているのである。「ご挨拶」であることは暗

黙のうちに、習慣として了解していることなので、いちいち賢しら立つよう

な反応や不平は示さない。あまりにも長々としたものであれば、それが謙り

と解っていても不愉快な気分にはなるけれども。

ところで英語話者はこれをどう受け取るだろうか。Aを聞く者は「不案内

な話者の説明を聞くより話題となっている鈴木氏から聞いた方がよい、なぜ

そうできないのか」と不平を禁じえないだろう。Bは、司会を任命された経

緯など聴衆にとってはどうでもよく早く本題に入りたい、といらつくことで

あろう。Cは反論するのか賛同するのか、まず明解に結論を言わない話者の

態度に愕然とするだろうし、Dに至っては論外と言ってよく、自信のない態

度に聞く耳すら持たなくなるかもしれない。

4－3

既に引用した大杉1982は、ここでは、英語の前置きを取り上げ、いくつか

のパターンに分類している。大杉によれば、前置きとは「遠慮的敬意表現」

の一種であって配慮とは異なるとし、

英語国を始め欧米の社会では、自分の意見を表明したり演説をする場合、

「不勉強であるので」とか「話が下手で」とかの前置きをして弁解した

り弱音を吐いたり人の同情を求めたりするような態度は卑怯で不誠実と

して厳に戒められるp．20

と述べる。英語の前置きは、日本語のような聞き手に配慮した話し手の謙り、

すなわち大杉1982の言う「遠慮的敬意表現」に準じたものでなく、
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（38）Youmayberight，but・・・
（39）Yourpointiswelltaken，but・・・

（40）Imaybewrong，but…

（41）Iknowwhatyoumeant，but・・・

（42）Iwassurprised and pleasedbythenoticetheysentmean－

nouncingmyselectionasrecipientoftheABCMedal，and…

（43）Iacceptthehonorofservingasyourpresidentforthecom－

ingyear．

など、相手の立場や意見を尊重する、感謝の念を表す、全力を尽くす決意の

表明である。したがって大杉1982がspeechや会議の場での前置き例として紹

介した

（44）I’m afraidI’mnotanexpertonthissubjectandthereare

manyotherswhoaremoresuitedtotalkaboutthistoplCthan

Iam，but・・・

（45）I’mnottoowelluponthissubject，but・・・

（46）Ⅰ’mnotnecessarilycompetenttospeaktothispoint，but・‥

（47）Itwouldbepresumptuousofmetocommentonthisprob－

lem，but…

などは、謙った「ご挨拶」とは決して理解してもらえないばかりか、その後

の人間関係や商談などにおいても、決していい印象を与えることはないであ

ろう。

5

上位に立つ人に対する特別な配慮は、以上に述べてきたような指示や命令

などの場面において特に必要とされた。それは、もともと使われる者が使う

者に対して取りうる行為ではないからである。上下関係の社会構造の中にあっ

ては、いかなる場合も上から下へと下されるもの。下位にあるものがいくら

negativeに謙ろうとも、それは、決して侵してはならない目上の領域に踏み

込む行為であって、許されることではないし、上下関係をわきまえない失礼

な人と誤解されたとしても仕方ない。

最近では、この上位に立つ人に対する配慮がなくなったかと思われる例は

いくらでも指摘できる。例えば、学生が先生に、

（48）先生はテニスがお上手でいらっしゃるんですね。

と褒めたり、会議から戻る部長に対して、

【16　一

（49）ご苦労様でした。

と言って労ったり、また、

（50）社長、今度のゴルフコンペ、がんばってくださいね。

と激励したり、何れもかつてはありえなかった表現である。上下関係という

「わきまえ」構造が崩壊し、限りなく親密さを増した表現に変容しつつある

ことを示唆する事例であることは、既に述べた通りである（→3－1－1）。

6－1－1

「遠慮する」ということもまた謙りの一種に他ならない。だが遠慮された

方からすれば、面子が傷つけられたような、決して気持ちいい思いのもので

はないだろう。

日本語話者は人に褒められたり認められたりすると、怪訝そうに否定する。

満更でなくても否定するのが普通である。例えば、はめている指輪を

（51）That’sawonderfulringyou’rewearing，Mrs．Yamada．

といって褒められた場合、日本人なら「とんでもない」「安物で」「ご冗談で

しょう」とかと答えるところだろう。このとき英語社会では

（52）Thankyouforyourcompliment．

とまず感謝の意を述べ、あるいはそれに引き続いて

（53）I’mveryfondofitmyself．

（54）I’mgladyoulikeit．

と付け足すこともあるかもしれない。

（55）Ⅰ’mtoldyourson’sgoingtoNewYorktostudy．It，swonder－

ful．

（56）You havesuch abeautifulnewhouse．

と賞賛された場合も、年齢を若く言われたり容姿を褒められたりした場合も、

日本語話者はとにかく否定する。そうするのがマナーであるわけでもなく、

また「そんなに買い被らないでほしい」という意味で否定しているわけでも

ない。褒めてもらった自分の側のものを謙遜すること、つまり相手によって

高められることを回避しているのである。だが、怪訝そうに否定されれば会

話はそれ以上発展しないばかりか、かえって人間関係を悪くする場合もある

かもしれない。
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6－1－2

自分のする行為が相手に迷惑を及ぼす恐れがあると危惧される場合や、目

上の者に再接行為の及ぶことを回避する場合など、日本語では

（57）木目都合により臨時休業させていただきます。

（58）隣の席に座らせていただいてもよろしいですか。

（59）私の方から説明させていただいてもよろしいでしょうか。

など、「～させていただく」と柏手に許可を求めた表現することがある0（57）

（58）では臨時休業することや隣に座ることが相手にとって迷惑になりかね

ないことを恐れ、また（59）では、説明するという自らの行為が、目上の人

に蒋接及ぶことを回避してこう表現しているわけである。

この、「させていただく」は、最近では

（60）隣の席に座らさせていただいてもよろしいですか。

と動詞の上一段・下一一段・力行変格活用に付くはずの使役の助動詞「させる」

が五段・サ行変格活用にも付いて、いわゆる「さ入れ言葉」という現象が起

きていることで話題になっている表現でもあり、また「～させていただく」

を商業敬語の一つと位置づけ、不用意に多用すべきでないという小松寿雄1971

の意見p．384もある。

また、教師の説明が全然わからなくても生徒は、「全然」とは言わず、

（61）すみません、少し／ちょっとわからないんですが。

と言う時の「少し」や「ちょっと」も聞き手に対する気遣いに他ならない0

また、立食パーティの席でたった一つ残されたサンドウィッチを人に

（62）Wouldyoulikeanotherone・

と言って勧められた場合とか、着席するように

（63）Please beseated．

と促された場合とかでも「いいえ、結構でございます」「どうぞお構いなく」

と言ってお断りする。勧めた方は相手を気遣ってそうしたわけで、面子が傷

っけられたような、恐らくいい気分ではいられないだろう。勧めてくれた人

への気遣いから遠慮したわけであるが、それにしても「どうぞ、どうぞ」と

お互い勧めあって（譲り合って）ばかりいて、なかなか決着をつけられない

でいる滑稽な光景は日本語社会においてしばしば目にするところである。

6－1－3

これに関連して大野1966が

日本人は、自然を恐れ、自然に親しむという気持ちが強い。そこから、

一一・・18　－－－

物事を「自然」にあずけることによって、敬意を表現することp．81

の例として挙げている「見える」「聞こえる」「肥える」「冷える」「燃える」

なども、この遠慮に関して類似する例かと思われる。つまり日本語社会では

自分の行為をあたかも自然に起きたかのように表現をすることがあるという

ことである。例えば、来客にお茶や料理でもてなす場合、

（64）お茶が入りました。

（65）お食事の用意ができました。

と言う。「お茶を入れました」「お食事の用意をしました」では、相手に対し

て恩を売ってしまいかねない、「おしつけ」であるところから、これを気遣っ

て、つまり遠慮してこう表現するのである。逆に、自然に起きた突発的な出

来事であっても、例えば、

（66a）皿が割れてしまいました。

とは言わず、

（66b）皿を割ってしまいました。

と言うのが普通である。他人のせいにしない意識の現われかと思われる。金

田一春彦は『日本語』1988のなかで、「平凡な言葉であるが、なんと美しい言

葉であるか」p．276と賞賛するほど、日本語の独特な表現となっている。

古く平安時代を中心に頻繁に用いられた、いわゆる謙譲語の「聞こゆ」も、

元はこの「聞こえる」意味に他ならなかった。すなわち話し手が相手に市接

「聞かせる」というのでなく、聞き手の耳に自然と入るようにすることから

転じて目上の者の耳に入れる、すなわち「申し上げる」意味を表していた。

（67）この娘のありさま、間はず語りに聞こゆ。（源氏物語・明石）

といえば、明石の入道が自分の娘のようすを、聞かれもしないのに、源氏の

耳に入れること、それを謙って「聞こゆ」と表現していたのである。

6－2

日本語の遠慮に関して、筆者にはおもしろい経験がある。「英語表現法」の

授業に出ている大学三年生のA子さんは、課題のレポートがなかなか仕上が

らないで焦っていたとき、TAをしていた友人の留学生Bobが親切に

（68）IthinkIcanhelpyouthere．Whatdoyouhavetowriteare－

porton this time？

と申し出てくれたのに、A子さんは

（69）Ihigh1yappreciateyourkindproposal，however，Idon，twish

todepriveyouofyourprecioustime．

－19　－



と答えてBobをがっかりさせたというのである。A子さんは手伝ってほしい

気持ちはあっても断る、すなわち相手に及ぼす負担を考えて遠慮することが

この場合のBobに対する配慮と考えたわけである。このような場合、英語社

会では恐らく、

（70）Thankyouforyouroffer，butI’11doitbymyselfthistime・

と答えるかもしれない。

日本語で「ぜひ一度お遊びにいらしてくださいね」「お手伝い致しましょう

か」と申し出てくれた人がいたとしても、それがBobのように本当の好意か

らの申し出なのか、一種の「ご挨拶」としての申し出なのか、相手の顔つき・

表情・言葉の調子・声の出し方などから本心を推測するよりほか方法はなく、

この判断は日本人でも人変困難なものである。A子さんの遠慮はまさにここ

に原因があったのだろう。

7

日本語における敬語的な配慮は、話題となる人物より聞き手にこそ向けら

れる。話し手の「謙り」とは、聞き手に対して、自己および自己の側に属す

る者が自らを低め、聞き手の支配下に入る行為に他ならないが、それはいわ

ゆる謙譲語や謙称と呼ばれる名詞・代名詞を使って表すことができる他、【二1

本語社会に固有の「ご挨拶」や「遠慮」の仕方を通じても「謙り」的な意識

は表現可能となる。こうした配慮は、話し手と聞き手との上下の関係規定を

基本として表現される点に特色がある。一方、話し手も聞き手も常に対等と

考える英語社会においては、「謙る」観念そのものが希薄であることから、日

本語に見られる謙譲語や謙称などはむろんなく、いらぬ誤解を生じかねない

ような「ご挨拶」や「遠慮」の類、もしくは暖味で抽象的な表現はしないの

が普通である。

日本語教育において、「謙る」という聞き手への配慮に対する観念それ自体

が希薄な学習者に敬語を指導する場合には特に注意が必要である。多くの敬

語や敬語表現を形式的にパターンとして覚えさせてよしとするのではなく、

日本語社会の文化や習慣に触れることも必要であり、また学習者の敬語表現

が日本語社会のコミュニケーションにおいて適切であるか、不適切であるか

を教師は判断し、適切でなければそれを矯正していかなければならない。異

文化間コミュニケーションを正しく理解し、よりよい人間関係が築けられる

ように、また異文化間のつまらない誤解や理解の乏しさから、大切な人間関

係が損なわれないように。
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